
４
月　
町
長
活
動
状
況

1
日
朝
礼

2
日
教
職
員
辞
令
伝
達
式
／
部
長

会
議

9
日
小
学
校
・
中
学
校
入
学
式

11
日
自
衛
隊
第
12
旅
団
創
立
25
周
年

相
馬
原
駐
屯
地
創
設
67
周
年
記

念
行
事

15
日
南
魚
沼
土
木
振
興
協
議
会

16
日
湯
沢
町
・
南
魚
沼
市
・
魚
沼
市

連
携
自
転
車
活
用
推
進
協
議
会 

総
会

17
日
町
村
会
役
員
会
／
市
町
村
の
木

植
樹

20
日
令
和
8
年
度
湯
沢
町
赤
十
字
奉

仕
団
総
会
／
南
魚
沼
地
区
保
護

司
会
令
和
8
年
度
定
期
総
会

21
日
令
和
8
年
度
南
魚
沼
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
定
時
総
会

22
日
町
長
喫
茶
室

23
日
令
和
８
年
度
新
潟
県
建
築
士
会

南
魚
沼
支
部
総
会
懇
親
会

25
日
第
30
回
越
後
湯
沢
全
国
童
画
展　

表
彰
式
・
交
流
会

27
日
総
合
教
育
会
議

29
日
昭
和
1
0
0
年
記
念
式
典

コ
ララ

ム

町
長

新
た
な
名
産
品
誕
生

　

新
緑
の
さ
わ
や
か
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

木
の
芽
や
う
ど
・
ワ
ラ
ビ
な
ど
山
菜
が
食
卓
に

あ
が
り
、
春
の
味
を
楽
し
ま
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
先
日
、
湯
沢
町
で
生
産
さ
れ
た

酒
米
を
使
っ
て
湯
沢
町
の
酒
蔵
が
造
っ
た
「
白

瀧 

ゆ
ざ
わ 

純
米
吟
醸 

原
酒
」
を
飲
み
ま
し
た
。

と
て
も
う
ま
か
っ
た
で
す
。
新
し
い
湯
沢
町
の

名
産
品
が
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
変
化
す
る
時
代
の
中
、
農
業
者
も
事

業
者
も
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
持

続
す
る
農
業
と
地
域
産
業
と
の
連
携
を
こ
れ
か

ら
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

５
月
10
日
、
湯
沢
町
第
3
分
団
春
季
演
習
と

土
樽
地
域
の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消

防
団
と
消
防
署
、
行
政
と
住
民
、
関
係
者
が
有

事
を
想
定
し
た
訓
練
で
と
て
も
意
義
あ
る
訓
練

で
し
た
。
5
月
24
日
に
は
第
1
、
第
2
、
第

4
、
第
5
分
団
の
演
習
が
あ
り
ま
す
。
防
火
と

災
害
有
事
の
備
え
を
自
助
・
共
助
・
公
助
の
連

携
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
最
後
に
、
消
防
団

の
皆
さ
ん
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ゆざわ情報　かわらばん
　

広
報
ゆ
ざ
わ
３
月
発
行
号
で
も
ご
紹
介
し

た
、
さ
く
ら
フ
ァ
ー
ム
と
白
瀧
酒
造
に
よ
る

酒
米
「
越
淡
麗
」
を
使
っ
た
日
本
酒
づ
く
り
。

そ
の
お
酒
を
携
え
、
先
日
、
白
瀧
酒
造
の
髙

橋 

晋
太
郎
社
長
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。
手
探

り
で
始
ま
っ
た
米
づ
く
り
と
酒
造
り
の
歩
み

や
、
完
成
に
込
め
た
想
い
に
つ
い
て
直
接
伺

う
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。「
ネ
オ
淡

麗
辛
口
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
一
本
は
、

低
ア
ル
コ
ー
ル
で
清
涼
感
が
特
徴
。
湯
沢
町

の
自
然
と
人
の
力
が
詰
ま
っ
た
“
オ
ー
ル
湯

沢
”
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

白
瀧 

ゆ
ざ
わ 

純
米
吟
醸 

原
酒 

完
成
の
ご
報
告
に

来
ら
れ
ま
し
た

写真左から白瀧酒造 髙橋社長、田村町長

経
済
セ
ン
サ
ス 

活
動
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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「
令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調

査
」
は
、
令
和
８
年
６
月
１
日
を
期
日
と

し
て
、
我
が
国
の
全
産
業
分
野
に
お
け
る

事
業
所
お
よ
び
企
業
の
経
済
活
動
の
状
態

を
全
国
的
お
よ
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
事
業
所
お
よ
び
企
業
を
対

象
と
す
る
各
種
の
統
計
調
査
を
行
う
際
の

基
礎
と
な
る
母
集
団
情
報
の
整
備
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、「
令
和
７
年
経
済
セ
ン

サ
ス
‐
基
礎
調
査
」
等
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
事
業
所
お
よ
び
企
業
の
情
報
を
活
用
し

て
、
売
上
高
や
費
用
な
ど
の
経
理
項
目
の

把
握
に
重
点
を
置
い
て
実
施
し
ま
す
。

　

５
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
対
象
と
な

る
事
業
所
を
訪
問
し
調
査
書
類
の
配
布

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
よ

り
調
査
対
象
者
に
は
調
査
の
報
告
義
務

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
記
入
さ
れ
た
内

容
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
、
統
計
を
作
成

す
る
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
禁

じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
調
査
の
結
果
が

税
金
の
徴
収
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
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